
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

新しい検査方法による先進の異音検査装置 

StaVaTester は高速高精度自動異音検査を簡単に実現します。 

用途 

◆ 自動車エンジンやギア、パソコン、ハードディスクドライブ等の製品検査    

◆ プレス品等の割れ検査など 

◆ 製造ラインにおいて、機械・電機製品の官能検査を自動化できます 

◆ 検査結果の定量化と保存が可能です 

◆ 製造条件の最適化に寄与します 

導入のメリット 

 

 

異異異音音音検検検査査査装装装置置置   

StaVaTester ＩＷ

スタバテスタ 

㈱㈱㈱竹竹竹田田田技技技研研研   

●StaVaTesterIW は、統計とパターン認識技術を使用する異音検査装置です。 

●ものづくり現場における聴覚／触覚による製品の検査を自動化します。 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

計 測 チ ャ ン ネ ル 数 1 ～ 8
計 測 周 波 数 範 囲 0 ～ 1 0 0 　 ｋ Ｈ ｚ
ア ナ ロ グ 入 力 分 解 能 1 6 　 ビ ッ ト
ア ナ ロ グ 入 力 電 圧 ± 1 0 　 V
検 査 レ シ ピ 作 成 用 デ ー タ 数良 品 2 0 サ ン プ ル 以 上 、 不 良 品 5 サ ン プ ル 以 上
検 査 レ シ ピ 作 成 時 間 数 分 （ 除 く デ ー タ 収 集 作 業 ）
検 査 時 間 1 ～ 2 　 秒
モ ニ タ 1 7 型 T F T
記 憶 容 量 5 0 0 　 G B
OS Windows10 Professinal  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

検査手順 

特長 

◆ 高精度で製品の良否を検査します 

◆ 検査システムが短時間で容易に構築できます 

計測 スペクトル解析 標準化変量計算 良否判定 

装置構成 

◆ 検査装置本体  １式 

◆ Ａ／Ｄ変換カード １式 

 
仕様 

類似度計算 

赤：良品平均 黒：不良品（０．７％軽量）
 

適用例 

装置導入手順 

デモ機による検査可否の確認 実機導入 

StaVaTesterＩWは簡単に使えます。そこで、デモ機を貸し出しますので、お客様ご自身でお客様の検査が

可能かどうかをご確認いただき、その上で実機を導入することができます。 

傷の有無でスペクトルに違いが出ます。 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 お問合せ先:〒701-8057 岡山市南区あけぼの町 25-5 ㈱竹田技研 TEL:086-259-0568 URL http://www.takedagiken.jp 担当 竹田 

StaVaTesterＩW は簡単に使えます。そこで、検査対象が替わってもお客様ご自身で調整可能です。 

検査装置調整 実検査 

装置運用手順 

ワークのスペクトルの各周波数の強度値の標準化変量が以下のように定義されます。標準化変量の大

小で各周波数成分の良否がわかります。 

： 番目のスペクトル強度標準化変量
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ix ： 番目のスペクトル強度値i
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i： 番目のスペクトル強度の平均値

： 番目のスペクトル強度の標準偏差
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検査原理（類似度） 

検査原理（標準化変量） 

スペクトル全体にわたり、標準化変量を基にしたワークと良品の類似度を計算します。 
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： 番目のスペクトル強度の標準化変量
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mc ：パラメータ
 

検査精度 

一般的なパターン検査装置では、良否の境界が重なります。StaVaTesterIW では良否の境界が重ならな

いため、検査精度が高くなります。 
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一般的なパターン検査装置の頻度分布 

0.0 1.0

良品不良品

 

StaVaTesterIW の頻度分布 
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